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(57)【要約】
【課題】　作業スペースに突出することのない連結具を
提供する。
【解決手段】　本発明の伸縮式連結具は、パイプ材（例
えば、足場を構成する縦支柱）の連結に用いる連結具で
あって、継手具と、当該継手具の長手方向の少なくとも
一端側に長さ調整可能に設けられたパイプ保持具を備え
ている。継手具は内周に雌ねじを備えたパイプ材である
。パイプ保持具は外周に継手具の雌ねじに螺合可能な雄
ねじを有する軸部と当該軸部の先端側に設けられた単ク
ランプを備えている。この伸縮式連結具は、パイプ保持
具の継手具へのねじ込み長を変えることによって、継手
具からの突出長を調整して全体の長さを所望長に伸縮さ
せられるようにしてある。本発明の伸縮式連結具は、雄
ねじを有する継手具と雌ねじを有するパイプ保持具を備
えた構成とすることもできる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足場を構成する縦支柱の連結に用いる連結具において、
　継手具と、当該継手具の長手方向の少なくとも一端側に長さ調整可能に設けられたパイ
プ保持具を備え、
　前記継手具は内周に雌ねじを備えたパイプ材であり、
　前記パイプ保持具は、その外周に前記継手具の雌ねじに螺合可能な雄ねじを有する軸部
と当該軸部の先端側に設けられた単クランプを備え、
　前記パイプ保持具の継手具へのねじ込み長を変えることによって、継手具からの突出長
を調整して全体の長さを所望長に伸縮可能である、
　ことを特徴とする伸縮式連結具。
【請求項２】
　請求項１記載の伸縮式連結具において、
　継手具の雌ねじは、継手具の長手方向一端側から中央までの領域に形成された第一ねじ
部と、継手具の長手方向他端側から第一ねじ部の終点までの領域に形成された第二ねじ部
とで構成された、
　ことを特徴とする伸縮式連結具。
【請求項３】
　足場を構成する縦支柱の連結に用いる連結具において、
　継手具と、当該継手具の長手方向の少なくとも一端側に長さ調整可能に設けられたパイ
プ保持具を備え、
　前記継手具は外周に雄ねじを備えた棒材であり、
　前記パイプ保持具は、その内周に前記継手具の雄ねじに螺合可能な雌ねじを有するパイ
プ状の軸部と当該軸部の先端側に設けられた単クランプを備え、
　前記パイプ保持具の継手具へのねじ込み長を変えることによって、継手具からの突出長
を調整して全体の長さを所望長に伸縮可能である、
　ことを特徴とする伸縮式連結具。
【請求項４】
　請求項３記載の伸縮式連結具において、
　継手具の雄ねじは、継手具の長手方向一端側から中央までの領域に形成された第一ねじ
部と、継手具の長手方向他端側から第一ねじ部の終点までの領域に形成された第二ねじ部
とで構成された、
　ことを特徴とする伸縮式連結具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工事現場等で足場を組む際に使用する伸縮式の連結具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高所での作業が必要な工事現場では、単管パイプやブレース材、鋼製布板等を用いて足
場が組まれる。例えば、球形や円筒形のガスタンクの表面塗装を塗り替えるような場合に
は、当該ガスタンクの外周に沿って足場が組まれる（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　図９にガスタンクＡの周りに組まれる足場の一例を示す。この足場は、ガスタンクＡに
近い内組みＣとその外側の外組みＤとが複数本のつなぎ材Ｅで連結され、隣接するつなぎ
材Ｅに鋼製布板Ｆが架設され、隣接する鋼製布板Ｆ上に複数枚の載せ板Ｇが載せられて構
成されている。内組みＣは複数本の縦支柱Ｃ１やこれら縦支柱Ｃ１を繋ぐ手摺りＣ２、中
桟Ｃ３等を組み合わせて構成され、外組みＤは複数本の縦支柱Ｄ１やこれら縦支柱Ｄ１を
繋ぐ横連結具Ｄ２、縦支柱Ｄ１間に設けられるブレース材Ｄ３（図９では図示省略）等を
組み合わせて構成されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭５７－１８７４７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記構造の足場では、ガスタンクＡの中心から内組みＣまでの距離とガスタンクＡの中
心から外組みＤまでの距離が異なるため、ガスタンクＡの中心からの距離が近い内組みＣ
の円周が外組みＤの円周よりも短くなる。このため、内組みＣの手摺りＣ２や中桟Ｃ３と
して、外組みＤの横連結材Ｄ２と同じ長さの部材（パイプ）を用いると、円周の短い内組
みＣでは、手摺りＣ２や中桟Ｃ３の端部が作業スペースに突出し、その突出分だけ作業ス
ペースが狭くなるという不都合があった。また、手摺りＣ２や中桟Ｃ３の端部が作業スペ
ースに突出すると、その突出した端部に作業着や道具入れ等が引っ掛り、作業員の安全が
阻害されることがあった。
【０００６】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、その解決課題は、縦支柱を連結する連
結部材（例えば、手摺りＣ２や中桟Ｃ３、横連結具Ｄ２等）として使用した場合に、端部
が作業スペースに突出することのない伸縮式連結具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の伸縮式連結具は、パイプ材（例えば、足場を構成する縦支柱）の連結に用いる
連結具であって、継手具と、当該継手具の長手方向の少なくとも一端側に長さ調整可能に
設けられたパイプ保持具を備えている。継手具は内周に雌ねじを備えたパイプ材である。
パイプ保持具は外周に継手具の雌ねじに螺合可能な雄ねじを備えた軸部と当該軸部の先端
側に設けられた単クランプを備えている。この伸縮式連結具は、パイプ保持具の継手具へ
のねじ込み長を変えることによって、継手具からの突出長を調整して全体の長さを所望長
に伸縮させられるようにしてある。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の伸縮式連結具は、パイプ保持具の継手具からの突出長を調整できるため、例え
ば、足場の縦支柱間の連結に用いた場合に、パイプ保持具の突出長を縦支柱間の距離に合
うように調整しておくことで、連結具の端部が足場の作業スペースへ突出することがなく
、作業スペースが狭くなることがない。また、連結具が作業スペースに突出しないため、
端部に作業着や道具入れ等が引っ掛り心配がなく、作業員の安全を確保することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の伸縮式連結具の一例を示す説明図。
【図２】（ａ）は両パイプ保持具を継手具内の奥までねじ込んだ状態の説明図、（ｂ）は
両パイプ保持具を継手具から突出させた状態の説明図。
【図３】（ａ）は図２（ａ）の部分断面図、（ｂ）は図２（ｂ）の部分断面図。
【図４】ガスタンクの外周に足場を設ける場合の説明図。
【図５】本発明の伸縮式連結具を用いた足場の一部を示す平面図。
【図６】本発明の伸縮式連結具を用いた足場の一部を示す説明図。
【図７】本発明の伸縮式連結具を用いた足場の内組みの説明図。
【図８】本発明の伸縮式連結具を用いた足場の外組みの説明図。
【図９】内組みの横連結材として単管パイプを用いる場合の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　（実施形態）
　本発明の伸縮式連結具の一例を、図面を参照して説明する。図１において、１０は継手
具、２０はパイプ保持具である。
【００１１】
　一例として図１に示す継手具１０は、内周に雌ねじ１１を備えた長尺のパイプ材である
。この実施形態では、図２（ａ）（ｂ）及び図３（ａ）（ｂ）に示すように、継手具１０
の長手方向一端側から中央までの領域に形成された第一ねじ部１１ａと、継手具１０の長
手方向他端側から第一ねじ部１１ａの終点までの領域に形成された第二ねじ部１１ｂによ
って雌ねじ１１が構成されている。第一ねじ部１１ａ及び第二ねじ部１１ｂは、双方を正
ネジ又は逆ネジとすることも、いずれか一方を正ネジとして他方を逆ネジとすることもで
きる。継手具１０は、長さの異なるものを複数種類用意しておくことができる。
【００１２】
　前記パイプ保持具２０は、細長棒状の軸部２１と当該軸部２１の先端側に設けられた単
クランプ２２を備えている。軸部２１の外周には継手具１０の雌ねじ１１に螺合可能な雄
ねじ２１ａが形成されている。雄ねじ２１ａは軸部２１のうち、継手具１０へのねじ込み
方向先端側から中央付近まで形成されている。軸部２１の他の部分（中央付近から単クラ
ンプ２２の根元までの部分）は雄ねじ２１ａが形成されていない無ねじ部２１ｂである。
雄ねじ２１ａと無ねじ部２１ｂの比率は適宜変更することができる。
【００１３】
　軸部２１の先端側には、縦支柱等の単管パイプを保持可能な単クランプ２２が溶接によ
って固定されている。図１に示すように、この単クランプ２２は、正面視略Ｌ字形の金属
製の本体２２ａに、金属製の開閉具２２ｂが開閉可能に取り付けられた既存の単クランプ
である。開閉具２２ｂには調節ボルト２２ｃを出し入れ可能な嵌合溝２２ｄが開口されて
いる。単クランプ２２は、本体２２ａ側に倒した開閉具２２ｂの嵌合溝２２ｄに調節ボル
ト２２ｃを嵌め、その調節ボルト２２ｃに螺合されたナット２２ｅを締め付けることによ
って単管パイプ（例えば、縦支柱Ｃ１や縦支柱Ｄ１）を把持でき、ナット２２ｅを緩めて
開閉具２２ｂを本体２２ａから離れる方向に開くことによって単管パイプの把持を解除す
ることができる。パイプ保持具２０は、長さの異なるものを複数種類用意しておくことが
できる。
【００１４】
　図２（ａ）（ｂ）及び図３（ａ）（ｂ）に示すように、この実施形態の伸縮式連結具は
、パイプ保持具２０の継手具１０へのねじ込み長を変えることによって、継手具１０から
の突出長を調整し、全体の長さを所望長に伸縮させることができる。パイプ保持具２０の
ねじ込み長は、パイプ保持具２０を回すことによって調整することも、継手具１０を回す
ことによって調整することもできる。単クランプ２２の向きを変えずに長さを調整したい
場合には、後者の方法で調整するのが好ましい。
【００１５】
　（その他の実施形態）
　前記実施形態では、継手具１０の長手方向の両端側にパイプ保持具２０が設けられた場
合を一例としているが、パイプ保持具２０は継手具１０の長手方向の一端側にのみ設ける
こともできる。
【００１６】
　前記実施形態では、継手具１０に雌ねじ１１が設けられ、パイプ保持具２０に雄ねじ２
１ａが設けられた場合を一例としているが、本発明の伸縮式連結具は、継手具１０に雄ね
じを設け、パイプ保持具２０に雌ねじを設けるようにすることもできる。この場合、継手
具１０の長手方向一端側から中央までの領域に形成された第一ねじ部と、継手具１０の長
手方向他端側から第一ねじ部の終点までの領域に形成された第二ねじ部とで雄ねじを構成
することができる。この場合も、第一ねじ部と第二ねじ部は、双方を正ネジ又は逆ネジと
することも、一方を正ネジとして他方を逆ネジとすることもできる。
【００１７】
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　前記実施形態では、軸部２１の先端側に単クランプ２２が一つ設けられた場合を一例と
しているが、単クランプ２２は軸部２１の先端側に二以上設けることもできる。この場合
、例えば、軸部２１の先端側に一枚の横長の板材を固定し、当該板材に二以上の単クラン
プ２２を固定することによって、軸部２１の先端側に二以上の単クランプ２２を設けるこ
とができる。
【００１８】
　（使用例）
　本発明の伸縮式連結具の使用例を、図面を参照して説明する。この使用例は、本発明の
伸縮式連結具を用いて、ガスタンクＡの外周に足場を組む場合の例である。図４はガスタ
ンクＡの外周に組まれた足場の説明図である。図４において、Ａはガスタンク、Ｂはガス
タンクＡの支持体である。図４の足場は、図５及び図６に示すように、ガスタンクＡに近
い位置に立設される内組みＣ、その外側に立設される外組みＤ、内組みＣと外組みＤとを
連結する複数本のつなぎ材Ｅ、隣接するつなぎ材Ｅ間に架設された鋼製布板Ｆ、隣接する
鋼製布板Ｆ間に載せられて鋼製布板Ｆに固定された載せ板Ｇを備えている。
【００１９】
　図５～図７に示すように、内組みＣは、間隔をあけて配置された複数本の縦支柱Ｃ１、
隣接する縦支柱Ｃ１間に架設される手摺りＣ２及び中桟Ｃ３を備えている。この使用例で
は、縦支柱Ｃ１間に架設される手摺りＣ２及び中桟Ｃ３として、本発明の伸縮式連結具を
用いている。図５に示すように、鋼製布板Ｆを設置する部分の手摺りＣ２及び中桟Ｃ３を
、外組みＤを構成する横連結材Ｄ２と同じ長さとし、載せ板Ｇを設置する部分の手摺りＣ
２及び中桟Ｃ３を、外組みＤを構成する横連結材Ｄ２よりも短い長さとしてある。いずれ
も内組みＣを構成する縦支柱Ｃ１間の距離に合わせた長さ（単クランプ２２で縦支柱Ｃ１
を把持できる長さ）であるため、手摺りＣ２及び中桟Ｃ３が作業スペースに突出すること
がない。なお、鋼製布板Ｆを設置する部分の手摺りＣ２及び中桟Ｃ３の長さは一定である
ため、伸縮しないもので代用することもできる。
【００２０】
　図５、図６及び図８に示すように、前記外組みＤは、間隔をあけて配置された複数本の
縦支柱Ｄ１、隣接する縦支柱Ｄ１同士を連結する横連結具Ｄ２、縦支柱Ｄ１間に配設され
たブレース材（筋交い）Ｄ３（図６及び図８）を備えている。図５に示すように、外組み
Ｄの横連結材Ｄ２は、パイプの長手方向両端に単クランプを備えた非伸縮式のものである
が、外組みＤの横連結材Ｄ２として、本発明の伸縮式連結具を用いることもできる。ブレ
ース材Ｄ３は隣接する縦支柱Ｄ１と上下方向に隣接する横連結材Ｄ２とで囲われた領域に
設けられている。ブレース材Ｄ３には、既存のものを用いることができる。
【００２１】
　（その他の使用例）
　前記使用例では、内組みＣの手摺りＣ２及び中桟Ｃ３として本発明の伸縮式連結具を用
いる場合を一例としているが、内組みＣの手摺りＣ２及び中桟Ｃ３を伸縮しないものとし
、外組みＤの横連結材Ｄ２として本発明の伸縮式連結具を用いることもできる。この場合
、内組みＣのうち、鋼製布板Ｆを設置する部分の手摺りＣ２及び中桟Ｃ３用と、載せ板Ｇ
を設置する部分の手摺りＣ２及び中桟Ｃ３用として、長さの異なる二種類の単管パイプを
用意する必要がある。
【００２２】
　前記使用例では、ガスタンクＡの外周に足場を組む場合を一例としているが、本発明の
伸縮式連結具は、ガスタンクＡ以外の構造物、特に、曲面を有する構造物の外周に足場を
組む際に、手摺りＣ２や中桟Ｃ３や、横連結具Ｄ２などとして使用することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明の伸縮式連結具は、各種構造物、特に球形や円筒形といった曲面を有する構造物
の外側に設置する足場の構成部材として好適に利用することができる。
【符号の説明】
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【００２４】
　１０　　継手具
　１１　　雌ねじ
　１１ａ　第一ねじ部
　１１ｂ　第二ねじ部
　２０　　パイプ保持具
　２１　　軸部
　２１ａ　雄ねじ
　２１ｂ　無ねじ部
　２２　　単クランプ
　２２ａ　本体
　２２ｂ　開閉具
　２２ｃ　調節ボルト
　２２ｄ　嵌合溝
　２２ｅ　ナット
　Ａ　　　ガスタンク
　Ｂ　　　支持体
　Ｃ　　　内組み
　Ｃ１　　縦支柱
　Ｃ２　　手摺り
　Ｃ３　　中桟
　Ｄ　　　外組み
　Ｄ１　　縦支柱
　Ｄ２　　横連結具
　Ｄ３　　ブレース材（筋交い）
　Ｅ　　　つなぎ材
　Ｆ　　　鋼製布板
　Ｇ　　　載せ板
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